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シニアカレッジに参加した感想をお聞きしました

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期していた“第44期シニアカレッジ卒業式”を、令和2年6月15日
（月）に開催しました。今年度は30名の方が卒業されました。皆さま、ご卒業おめでとうございます！卒業式では、
卒業生が一人一人修了証書を受けとり、来賓から祝辞をいただきました。
　卒業生の皆さんは、講座の際熱心に話を聞いて積極的に質問したり、意見交換を行っていました。また、卒業生
の多くの方に、地域福祉活動に関心を持っていただきました。今後も益々元気に地域で活躍していただけると嬉し
いです。

新しい友達が
できて楽しく
参加できました。

色々な話を聞いて、
地域の支えあい活動
に関心を持ちました。

人と話す機会
が増えて良か
ったです。

今後も健康生活を
楽しみたいと思い
ます。

卒業生からのことば
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　令和2年5月に皆さまからご協力いただきました社協戸別会費・日本赤十字社協力会費
の実績報告をさせていただきます。ご協力いただいた会費等は地域福祉推進のための事

業に活用させていただきます。現在、下記の事業に重点的に
取り組んでおります。ご協力誠にありがとうございました。

　地域に住んでいるすべての方が、いつまでも自分の
地域で幸せに過ごし続けるにはどうすると良いのか話
し合う場です。令和2年9月末日現在、合計17地区
で取り組んでいます。今後も開催地区を拡大していき
ます。

社協戸別会費・日本赤十字社協力会費の

▶社協戸別会費 ……………… 2,695,515円
▶日本赤十字社協力会費 …… 2,696,224円

社協戸別会費での主な地域福祉の取り組み内容
●地域福祉座談会の開催

　東員町シニアカレッジは月1回、東員町長、町議会
議長、各分野の専門家等の講演や高齢化の現状、地域
の支えあい活動等の講義を受けていただきます。シニ
アカレッジを通じて、地域福祉に関心をもち、地域で
の活動や地域で活躍するきっかけづくりになるよう取
り組んでいます。

●地域活動に関心を持つきっかけづくり

　皆さまの心配ごとに弁護士と相談員が相談に応じ、
適切な助言や専門機関等の紹介を行います。詳しくは
8ページ及び社会福祉協議会ホームページをご覧くだ
さい。

●心配ごと相談/無料弁護士相談

平成25年 中上・笹尾東4丁目
平成26年 瀬古泉・八幡新田・筑紫
平成27年 笹尾東2丁目・大木・穴太
平成28年 笹尾西1丁目
平成29年 城山2丁目・城山1丁目・城山3丁目・鳥取
平成30年 南大社・笹尾東1丁目
令和元年 長深・山田

開催地区（開催開始順）

実績報告
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設置場所増えています！設置場所増えています！
　赤い羽根自動販売機は、「赤い羽根」マークがついた自動販売機で飲物を購入すると、その売上の
一部が赤い羽根共同募金に寄付される仕組みです。
　東員町共同募金委員会では、町内の事業所、施設等に赤い羽根自動販売機設置のお願いをさせて
いただいております。多くのご協力をいただき、令和2年9月末現在、15台設置されています。
　社会貢献のひとつとして設置場所にご協力いただける事業所、施設の皆さまは東員町共同募金委
員会（☎76ｰ1560）までお問い合わせください。

東員町共同募金委員会　会長あいさつ
　仲秋の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　共同募金運動は、民間の運動として戦後間もない昭和22年に、住民主体の
取り組みとしてスタートしました。当初は戦災復興の一助として、戦争の打撃
をうけた福祉施設を中心に、資金を支援する機能を果たしてきました。その後、

「社会福祉事業法（平成12年社会福祉法に改正）」という法律をもとに『民間の
社会福祉の推進』に向けて、社会福祉事業の推進のために活用されてきました。
　今日の社会福祉は、住民自らが地域福祉の担い手となり、自主的な活動を展
開していくことが求められる時代となっております。東員町におきましても社会が変化する中で、住
民のやさしさや思いやりを届ける運動として、役立てられています。
　赤い羽根共同募金は「じぶんのまちを良くするしくみ」です。東員町の福祉事業や住民活動を支え
るため、今後とも皆様のご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

水谷　隆

東員町共同募金委員会
会長

赤い羽根自動販売機

　町内で災害が発生したときに、一時避難所で
あるこの場所で、無料で飲み物が提供できるこ
とは大変うれしいことです。また、売上の一部
が共同募金に
な る の で、企
業のCSR活動
としても意義
があります。

株式会社OSK　本社工場・八幡工場

「水分補給プラス思いやり」　
社員みんなで社会貢献活動

　子どもの頃、赤い羽根募金をした記憶がありま
す。しかし、社会人になり仕事に追われる中、人
や地域への貢献について考え行動する余裕が正直
ありませんでした。今回の自販機設置は、こうい
う自分を改めて振り返
る機会になり、また、
この自販機で購入する
ことで、少しでも地域
の皆さまのお役に立て
ればと思い、毎日購入
しております。

パブリック東員工場株式会社

株式会社ADEKA
三重工場

　飲料を購入することで募金さ
れる仕組みなので、身近に社会
貢献になることは心が豊かにな
ります。また企業としてもCSR
活動の推進
となります。
今後、従業
員にも広く
呼びかけて
いきます。

扶桑工機株式会社
東員工場

　工事現場に於いて、日頃から
欠かせない飲料水を購入する事
により、微力ながら地域や社会
に貢献出
来ること
を、大変
光栄に思
います。 

株式会社ナカノフドー建設
名古屋支社

※上記掲載会社（敬称略）は順不同です。
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　赤い羽根共同募金は、東員町での「暮らし」を、「みんな」の力でさらに良くし
ていくために使われます。東員町で募金いただくと、東員町の誰かのためになり
ます。是非とも赤い羽根共同募金にご協力をお願いいたします。（目標額  1世帯
500円）

東員町を良くするしくみ
「赤い羽根共同募金」にご協力をお願いします
東員町を良くするしくみ
「赤い羽根共同募金」にご協力をお願いします

～今回、お寄せいただく「赤い羽根共同募金」の使いみち～

10月1日（木）～12月31日（木）

1 2

3 4

期間

福祉用具貸出事業
（175,000円）

　骨折などによって、一時的に歩行困難な方の日常
生活や旅行、お墓参りなどのために、短期的に車い
す、スロープ、シャワーチェアーを貸し出します。

ふれあい型配食サービス事業
（802,000円）

　ひとり暮らし高齢者等に手作りの食事を提供し、
地域の方々との交流を通じて閉じこもり防止や孤
独感の解消を図ります。

介護タクシー助成事業
（161,000円）

　介護保険の要支援1・2、要介護1・2に認定され
た方の外出を支援することを目的に、介護タクシー
券を助成します。1年度につき1人2,680円(670
円×4枚)です。

地域で子育て応援事業
（150,000円）

　子育て応援ルームや子育て支援「ほっと」の開
催、手作りの広報誌発行により、子育て世代をサ
ポートします。

利用
者のこえ

利用
者のこえ

利用
者のこえ

おしゃべりも
お弁当も嬉しい。

購入する前に試
すことができて
助かりました。

いつも大切に
使っています。

通院や買い物に
助かっています。

申請したらすぐ
に貸してもらえ
ました。

子どもが楽しく遊べる場であることはもちろん、親同士の憩いの場でもある応援ルーム。娘とよく遊びに行かせてもらっています。

お昼の時間帯や、

産後すぐの赤ちゃんを

連れてでも利用できる

ところがありがた
いです。
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令和元年度実績表

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
職 域 募 金
イベント募金
そ の 他
合 　 計

2,905,583円
28,240円
524,000円
70,779円
145,308円
273,101円
3,947,011円

募金種別 実績額

7
地域福祉活動推進助成事業
（1,310,000円）

　誰もが普段の暮らしで幸せを実感できる東員町を
目指し、支えあえる町をつくる活動に関する費用の
一部を助成します。

5 6
送迎車両貸出事業
（417,000円）

　外出が困難な方の外出支援や買い物支援、地
域の支えあい活動の一助となるため、ワゴン車
等を貸し出します。

生活困窮者自立支援食糧提供事業
（139,000円）

　生活に困窮した方に、緊急的に食料を提供する
ことにより、生活維持及び再建に向けた相談支援、
見守りを行います。

『本事業は社会福祉法人いずみの協力により、実
施しています。』

参加
者のこえ

利用
者のこえ

お喋りがとって
も楽しみなの！

カフェのお手伝い
がすごい楽しい！

ここに来ると
元気になる！みんなでしゃべると

認知症予防になるなぁ。

みんなで
出かけられるのが
うれしい

ご協力 誠に
ありがとう
ございました
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～マスクを通じた支えあい活動～
　町内でお困りの人などへの支援を目的として、ご自宅などで不要なマスクの回収箱を、東員
町ふれあいセンター、役場本庁舎、笹尾連絡所、とういん市民活動支援センターに令和2年6
月から7月末日までの間設置させていただきました。みなさまから非常にたくさんのマスクを
ご寄付いただき、集まったマスクは3,000枚以上となりました。
　みなさまの温かいお心遣いに心より感謝申し上げます。
　お寄せいただいたマスクは、東員町教育委員会を通じて町内の学校様へ、東員町福祉事業所
連絡協議会を通じて町内の福祉事業所様へお渡しさせていただきました。
　また、本年7月の豪雨災害で被災された方に役立ててほしいと大仲さつき病院さんから寄贈
されました2,000枚のマスクにつきましては、熊本県社会福祉協議会ボランティアセンター
へお送りさせていただきました。その他、昨年9月に町内を襲った豪雨災害時にご支援くださ
った熊本県立鹿本商工高等学校様へも、みなさまから支援いただきましたマスクの一部をお送
りさせていただきました。
　コロナ禍においても、マスクをとおして“たすけあい”“支えあい”の輪が町内で広がってい
ます。

生地が柔らかくて
使いやすいです。
素敵なマスクをあり
がとうございます！

まぁ！可愛いマスク
をありがとう。
大切に使いますね。
感謝、感謝です。

とても素敵なマスクを寄贈して
いただき、本当に感謝します。

皆様の愛を感じ、ますます元気に
頑張れそうです！！ 本当に
ありがとうございました。
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財産や権利を守るために知っておきたい
成年後見制度

　前東員町民生委員児童委員協議会副会長の三林孝
夫さんが、厚生労働大臣より多年の功績に対して特
別表彰を授与されました。
　三林孝夫さん、誠におめでとうございました。

　（三林孝夫さんから一言）
　このような素晴らしい表彰をいただきまして、あ
りがとうございます。
　微力ながらこれからも町のために最善の努力をし
てまいりたいと思います。

　「成年後見制度」とは、認知症や精神障がいなどによって判断能力が不十分な人が、社会での不利益や生活上の
不自由さを解消するための制度です。家族や身近な人の日頃の生活や将来の暮らしに不安があるようなとき、ま
たは不安になる前に、手段のひとつとして「知っておく」といいかもしれません。

　ひとり暮らしの母親が訪問販
売で、使うはずもない高価な品
物を買って
しまう。

【成年後見制度の役割】
　成年後見制度で支援される内容は、預貯金などの金銭の管理（財産管理）と、医療・介護等の手続（身上監護）
の大きく２つに分かれます。また、「成年後見人」などの支援者は、“本人の代わり”となって法的な契約を結んだ
り、取り消したりすることができます。

※利用し始める時点での判断能力の有無によって、利用できる内容が異なります。
【成年後見制度のくわしい内容や、具体的な利用方法については、地域包括支援センターにお問い合わせください。】

【個別のご相談は、お住いの地域を管轄する地域包括支援センターへお願いいたします。】
神田地区・稲部地区・三和地区：東員町地域包括支援センター（上記連絡先のとおり）
笹尾西地区・笹尾東地区・城山地区：東員町第二地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　　　  （住所：東員町笹尾東2丁目5番地4  笹尾連絡所内　☎76ｰ7771）

厚生労働大臣より表彰されました！厚生労働大臣より表彰されました！

たとえば、こんなことで困っていませんか？
悪質商法にだまされたり、
だまされそうなとき

認知症の母親名義の定期預金を
解約して、本人の施設入所や入
院費に充てたい。

身寄りがいないので、もしもの
時は信頼できる人にゆだねられ
る よ う に し
ておきたい。

お金の管理が
できなくなったとき

老後の財産管理が
不安なとき

東員町地域包括支援センター 住所：東員町山田1600番地（東員町役場内）
☎86ｰ2856



不要になった羽毛製品を赤い羽根募金に！不要になった羽毛製品を赤い羽根募金に！

「子育て応援ルーム」3月末までお休みします「子育て応援ルーム」3月末までお休みします

心配ごと相談・無料弁護士相談心配ごと相談・無料弁護士相談
　無料弁護士相談は1日4組の予約制ですので、ご希望の方は下記まで電話連絡をお願いいたします。
相談の際は、関係書類などをお持ちいただくと、スムーズに相談に応じることができます。
※弁護士法、その他の法律に抵触する場合は相談に応じることができない場合があります。
開催日時
★東員町ふれあいセンター（一般相談・無料弁護士相談）
　11月5日（木）、12月７日（月）、1月５日（火）　9：30～ 11：30
★笹尾コミュニティーセンター（一般相談・無料弁護士相談）
　10月18日（日）、11月15日（日）、12月20日（日）、1月17日（日）　9：30～ 11：30
受付先・問い合わせ先　東員町社会福祉協議会　TEL：76-1560　FAX：76-1559
　　　　　　　　　　　Eメールアドレス：fukushi@toinshakyo.or.jp
　　　　　　　　　　　※土日祝日は予約受付しておりません。

　東員町社会福祉協議会
◀ホームページ
　QRコード

　東員町社会福祉協議会
◀フェイスブック
　QRコード

福祉・地域の情報はこちらでチェック！

このコーナーへの掲載を希望する方は、社会福祉
協議会（TEL76-1560）へご連絡ください。

（福祉・ボランティア・市民活動以外の内容や、）　政治・宗教・営利目的の内容は除きます。
コーナーコーナーおお知知ららせせ

　家庭で眠っている羽毛製品（布団やダウンジャケットなど）はありませんか？
　不要な羽毛製品を無償で提供いただきますと、回収量に応じた規定の金額が『赤い羽根共同募金』に
募金されます。東員町で回収した羽毛製品から生まれた募金は東員町の暮らしを良くする活動に配分
されます。
　下記東員町のストックヤードの羽毛回収BOXに出していただけます。また、
東員町共同募金会【☎76ｰ1560】にご連絡いただけましたら受け取りに伺います。
住　所　員弁郡東員町大字大木51ｰ1
時　間　午前9時～午後4時
休館日　月・火曜日、12/31、1/1～4

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和3年3月末まで子育て応援ルームをお休みします。
　通常、子育て応援ルームは、未就園児とその保護者が自由に遊び、交流できるスペースです。子ど
も好きのボランティアグループ“東員子育て支援ネット”のメンバーが担当し、運営しています。
　このような状況下で、やむを得ずしばらくは中止となりますが、子育て支援ネットとしては、月に
1回程度、今後の活動に向けて話し合いを重ねていく予定です。
　今後の活動日程や内容は、社協ホームページ等でお知らせさせていただきます。


